
〇（仮称）「デジタル田園都市国家構想の実現に向けた第３期草津市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の体系のイメージについて

まちづくりの基本目標ごとに地方創生の取組目標等を設定

目標＝
（戦略目標）
まちづくりの
基本目標

基本的方向＝
各基本目標の
目指す姿

具体的な施策＝
各基本目標に紐づく

基本方針

事
業

事
業

・・・

数値目標 ・・・ なし
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地方創生について

本市は第2期総合戦略における取組により、市民から「総合的に住みやすい」という評価をいただいております。また、定住につながる「住んで
いる地域に誇りや愛着を持っている」「住み続けたい」と思う市民が増加するなど、これまでからの「健幸なまち」に向けた取組が成果として表れ
てきており、第３期総合戦略においては、引き続き、こうした成果につながるよう、基本構想に掲げる将来ビジョンに向けて、「まちづくりの基本
目標」を総合戦略の基本目標（戦略目標）とし、それぞれの「まちづくりの基本目標」の目指す姿の実現においては、「ＤＸ推進プロジェクト」により
デジタルの力を活用しながら、戦略的に地方創生の取組を進めてまいります。

①総合的に住みやすい
②住み続けたい
③誇りや愛着を持っている
④健幸なまちである
第１期総合計画の総括評価で活用した上記視
点を見据え、地方創生の取組を進める。
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【資料３】

概要

第３期総合戦略についても第２期総合戦略と同様に、総合計画と一体的に策定を行う。また、策定にあたっては、デジタル田園都市国家構想の実
現を見据えるとともに、新たに設定が必要となった「地域ビジョン（地域が目指すべき理想像）」の設定に伴い、目標等の位置づけの整理を行う。
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目標＝
戦略目標

リーディング・プ
ロジェクト

基本的方向＝
各リーディングの
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業
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国の
総合戦略

第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略
（令和２年度から令和６年度まで）

デジタル⽥園都市国家構想総合戦略

（第２期総合戦略の改訂）
（令和５年度から令和９年度まで）

市の
総合戦略

第２期草津市まち・ひと・しごと創生総合戦略
（令和３年度から令和６年度まで）

（仮称）デジタル田園都市国家構想の実現に向けた第３期草津市まち・
ひと・しごと創生総合戦略
（令和７年度から令和１０年度まで）

人口ビジョン 人口の見通し（基本構想） 人口の見通し（基本構想）

地域ビジョン （設定なし） 【新規】将来ビジョン（基本構想）

目標 戦略目標：リーディングプロジェクト（基本計画） 【変更】戦略目標：まちづくりの基本目標（基本構想）

基本的方向
〈総合戦略には記載なし〉
戦略目標：リーディングプロジェクトの目指す姿（基
本計画）

【変更】戦略目標：まちづくりの基本目標の目指す姿（基本構想）

具体的な施
策

〈総合戦略には記載なし〉
リーディングプロジェクトに紐づく基本方針（基本
計画）

【変更】【各基本目標に紐づく基本方針（基本計画）

〇第２期から第３期総合戦略の比較について

第２期総合戦略 第３期総合戦略

総合計画と一体的に策定するためには、デジタルの力を活用
した地方創生という目的が明確であることなどが必要。

「地域ビジョン」を「将来ビ
ジョン」と設定したことから、
「リーディング・プロジェク
ト」より幅広い位置づけである
「まちづくりの基本目標」を戦
略目標に設定。

総合計画＝総合戦略 総合計画＝総合戦略

すべての分野を下支えする視点
として「DX推進プロジェク
ト」を設定し、デジタルの力を
活用した地方創生の取組を明確
化。
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